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　新年恒例「餅つきのつどい」が１月１１日（土）宮の沢会館

にて開催されました。会場の２階大会議室いっぱいに１０７名

（大人５８名・子ども４９名）の皆さんが参加。

役員・協力員のスタッフも総勢３２名で準備に餅つきにとおお

わらわでした。当日は今までにない４０キロの餅をつきあげ、

皆さんに楽しんでいただきました。参加者からは「大変良かっ

た」「来年もぜひやってほしい」などの声が聞かれました。

　　　　　  ２月２２日、宮の沢冬まつりが「青雲公園」で開催されました。

　　　　   前日には町内会の有志の方々が会場を整備し、雪像やそり遊びの

　　　　   坂、キャンドルを飾る雪の小路をつくり準備を整えました。

　　　　　   当日は早くから多くの子ども達が集まり、思い思 いにそり滑り

　　　　   に歓声を上げ、ちびっ子達も上級生に教えてもらいながらスノー

　　　　   キャンドルを沢山作りました。又、会場内でマシュマロやウイン

　　　　   ナーを焼いてもらいおいしそうに食べていました。

　　　　   最後に花火を打ち上げ、子ども達は手持ち花火を楽しみました。

　　　　   お土産の「お菓子」を手にして子ども達は満足顔で帰りました。

　　　　   一緒に来た保護者の方たちからも「大変良かった。是非来年も続

　　　　   けてほしい」などの声が聞かれました。
※雪像つくりに励む役員
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　１月１２日、午後１時から宮の沢会

館で「新春子どもカルタ大会」を開催 　　　　　　　一昨年度より始められた

しました。子ども・保護者・お手伝い 　　　　　   この制度、この二年ほどで

を含めて２５名が参加。冬休み期間の 　　　　　　２４名の赤ちゃんが誕生し

ひと時を「百人一首や子どもかるた」                   ています。この町内で新た

・「ぬりえや輪投げ」などで楽しみま に生まれたお子様に健やかに育ってほし

した。木札の「下の句かるた」は子供 いとの願いを込めてささやかな祝金をお

たちにとって難しいようでしたが、親 届けしております。区長又は役員までお

子で協力してのかるた取りはとても良 申し出ください。

い経験でした。 又、新たにお子様

　手稲宮丘小学校体育館にて「西町地 の生まれたご家族

区青少年育成委員会」の後援を得て、 には11月より「子

約１５０名の聴衆を前にファイナルコ 育て応援ブック」

ンサートが開催されました。 という子育てのバ

　同バンドはコンサタウンふれあいフ イブル誌を同時に

ェスタのオープニング演奏や国際情報 贈呈しております。

高等学校との合同演奏、又、宮の沢町

内会の夏まつりのステージ演奏等地域

交流に取組んできました。

　来年度も積極的に地域交流に取組む

とともに、北海道フェスティバルでの

「金賞獲得」を目指していきたい（片

桐保護者会会長）とのことでした。

　北海道として自主防災組織の拡大を

目指すため、全道の市町村職員と消防

職員を対象にした研修が道庁地下１F

の危機管理センターで開催されました。

講師として昨年12月に北海道社会貢

献賞（防災功労）を受賞した宮の沢町内会の中川会長が招請されました。

　冒頭には札幌市が昨年制作した「防災啓発研修ビデオ」の宮の沢町内会の撮

影部分を放映し、その後パワーポイントによる説明で地域の医療と介護の事業

所の協力、一斉通信システムの構築の詳細な説明がなされ、全国でも珍しい独

自の取組の実態を説明しました。研修会終了後、当別町、富丘の福まち推進協

議会等から講演依頼があり、できる限りお手伝いしたいと思っています。


